
厚生労働省の試算による

日本での想定される被害

三三三貴‾≡…三雲
同工53－200万人
勘亡17－64万人
※条件によっては、梧患率、

死者数ともに更に高くな

る可能性もあります。
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家
族
を
守
る
！
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

○
食
料
品
な
ど
の
流
通
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
日

常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

今
、
世
界
中
で
、
毒
性
の
強
い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
H
5
N
l
型
）
が
烏
か
ら
人
に
感

染
す
る
事
例
が
増
え
、
人
か
ら
人
へ
と
感
染
し
や
す
い
形
に
変
異
を
と
げ
た
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
い
っ
た
ん
発
生

し
て
し
ま
う
と
、
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
ご
く
短
期
間
で
世
界
中
に
広
ま
り
、
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

被
害
を
最
小
限
度
に
す
る
に
は
、
国
や
自
治
体
、
企
業
に
お
け
る
対
策
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
個
人
や
家
庭
で
の
対
策
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
発
生
し
た
と
き

に
も
落
ち
着
い
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

毒
性
が
非
常
に
強
い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
（
H
5
N
 
l
型
）
の
感
染
が
世
界
中

の
鳥
類
に
拡
大
し
、
だ
ん
だ
ん
と
人
に
感
染

し
や
す
い
よ
う
に
変
異
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
従
来
は
人

に
感
染
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ウ
イ
ル
ス
が

変
化
し
、
人
か
ら
人
へ
と
容
易
に
感
染
す
る

よ
う
に
な
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
、

基
本
的
に
全
て
の
人
が
、
そ
の
ウ
イ
ル
ス

に
対
し
て
抵
抗
力
（
免
疫
）
を
も
っ
て
い
な
い

た
め
、
人
へ
感
染
し
た
場
合
は
、
致
死
率
が

0
0
％
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
特
に
1
0

代
、
2
0
代
に
お
け
る
致
死
率
が
高
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

普
通
の
か
ぜ
と
の
違
い
は

普
通
の
か
ぜ
の
症
状
は
、

○
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁

○
く
し
ゃ
み
、
咳

な
ど
が
中
心
で
、
全
身
症
状
は
あ
ま
り
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
発
熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど

高
く
な
く
、
重
症
化
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
初
期
症

状
は
、
次
の
と
お
り
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
3
8
℃
以
上
の
発
熱

○
強
い
倦
怠
感
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛

○
腹
痛
や
下
痢

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
想
定
さ
れ
る
被
害

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
し
て
は
、
誰

も
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
う
え
に
、
現
在
は
、

世
界
中
で
人
の
往
来
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
世
界
の
ど
こ
か
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
す
る
と
、
短
期
間
で
広
が
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

想
定
さ
れ
る
被
害
状
況
（
世
界
的
大
流
行
（
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
）
と
な
っ
た
場
合
）

○
数
千
万
人
の
患
者
が
発
生
し
、
医
療
機
関

に
殺
劃
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療
関
係
者
も

感
染
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
ま
す
。

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
従
事
者
の
発
症
に
よ
り
社

会
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

○
行
政
機
能
が
限
定
さ
れ
、
警
察
、
消
防
な

ど
の
人
員
が
不
足
し
ま
す
。

「＼

大
正
7
年
（
1
9
1
8
年
）
に
「
ス
ペ
イ
ン
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
、
昭
和
3
2
年
（
1
9
5
7
年
）

に
「
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
、
昭
和
4
3
年

（
1
9
6
8
年
）
に
「
香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
、

昭
和
5
2
年
（
1
9
7
7
年
）
に
「
ソ
連
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
」
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
世
界
的
に
流
行
し
、
多
く
の
死
亡

者
（
例
え
ば
「
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
で

は
、
世
界
中
で
約
4
0
0
0
万
人
、
日
本
で

は
約
3
9
万
人
が
死
亡
）
を
出
し
ま
し
た
。
な
お
、

過
去
の
例
を
見
て
も
、
流
行
の
季
節
は
冬
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

「
予
防
」
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
最
も
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類

○
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
前
に
予
測
し

て
作
っ
た
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
H
5
N
l
型
鳥

イ
ン
フ
レ
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
製
造
さ
れ

ま
す
。
発
病
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

C

○
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
後
に
そ
の
ウ

イ
ル
ス
で
製
造
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
（
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
な
い
と
製
造
で
き

ません）。

「
治
療
」
に
は
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
が
有
効

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
に
は
、
抗

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
（
タ
ミ
フ
ル
・
リ
レ
ン
ザ
）

が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
効
薬
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
防
ぐ
薬

で
あ
る
た
め
、
発
症
後
な
る
べ
く
早
く
服
用

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の
種
類

○
タ
ミ
フ
ル

体
の
中
の
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
す
る
の
を
防

ぎ
ま
す
。
発
症
後
早
く
服
用
す
る
ほ
ど
効
果

が
高
く
、
4
8
時
間
以
内
に
服
用
を
開
始
し
な

い
と
効
果
が
低
く
な
り
ま
す
。

○
リ
レ
ン
ザ

専
用
の
吸
入
器
を
必
要
と
す
る
薬
で
、
タ

ミ
フ
ル
と
同
様
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
増
殖
を
防
ぎ
ま
す
。
下
痢
を
起
こ
し
て

い
る
場
合
や
ウ
イ
ル
ス
が
タ
ミ
フ
ル
に
耐
性

を
持
つ
な
ど
、
タ
ミ
フ
ル
の
効
果
が
期
待
で

き
な
い
場
合
に
使
用
し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
の
防
御
策

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
大
流
行

の
恐
ろ
し
い
点
は
、
同
時
期
に
大
量
の
患
者

が
発
生
し
、
医
療
機
関
や
社
会
活
動
が
麻
痺

し
て
し
ま
い
、
被
害
が
拡
大
し
て
し
ま
う
こ

と
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
感
染
防
止
に
努
め
、

感
染
拡
大
を
で
き
る
だ
け
、
遅
ら
せ
て
い
く

こ
と
が
被
害
規
模
の
縮
小
に
つ
な
が
り
ま
す
。


